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山岳ガイドのノウハウを活かしたジオツーリズムの試み
A Geo-Tourism Experiment to Utilize the Know How of Mountain Guides
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立山黒部ジオパーク内には、立山を抜ける立山黒部アルペンルートや黒部峡谷を走るトロッコ電車、宇奈月温
泉などの観光名所がある。例えば、100万人を超える観光客が訪れる立山黒部アルペンルートでは、これまでの
団体旅行から個人旅行にシフトしてきており、台湾や東南アジアを中心に欧米の方も含め国外旅行客も増加し
ている。このような状況の中で、立山黒部ジオパークでは、山岳景観や高山帯の動植物を見せる観光から、地
形や地質、動植物環境、人との関わりなどを組み合わせたストーリー性のある付加価値の高いツーリズムの展
開を進めている。 
これらを実現するため、立山黒部ならではの民間主導の組織を活かし、立山黒部アルペンルートを展開する立
山黒部貫光(株)や意欲のある小さなツアー会社、鉄道やバスなどを展開する運輸業者などと連携し、新しい
ツーリズムビジネスの創出を目指しながら事業を計画している。ジオパークの特徴でもある次世代に引き継ぐ
ために地球環境を保全しつつ持続可能な手法での事業展開もまた、商品の魅力として活用できると考えてい
る。 
 (株)トラバースでは、富山市街地に湧き出す湧水から、2450mの立山室堂までを訪れながら、湧水の起源を辿
るツアーを実施している。このようなジオパークに資する旅行商品に対して、立山黒部ジオパークが価値づけ
し、広く紹介することでビジネスパートナーになりえる。 
山岳地帯でツーリズムを行うためには、危険個所や急な天候変化への対応が求められる。立山黒部ジオパーク
では、立山地域でのジオガイドを養成しているが、活動場所は危険性が少ない室堂周辺のみとしており、登山
を要する地域では実施していない。このような場所でツアーを行うために、山岳ガイドが必要不可欠となるこ
とから、立山ガイド協会と協力し、山岳ツーリズムを行えるように準備している。例えば、立山（雄山
3003m）の直下には、氷河が現存しており、この氷河を見るツアーなどの商品化が期待されている。これまでも
山岳ガイドと連携したツアーを実施しており、その優位性を確認している。今後、山岳ツーリズムを実施する
ために、山岳ガイド向けのガイド講座を実施することとしている。 
山岳ガイドのこれまで培ってきた危険の回避や事故の対応に対する優位性は、平野部のツーリズムにおいても
活用できる。このことから、ジオガイドの養成講座でも必須の講座として山岳ガイドによるリスクマネージメ
ント講座を開催している。
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